
 

教育・研究などへの取組状況（令和 7 年度） 

 

総合工学システム学科 
系・コース 

一般科目系 

職階 氏名 

教授 橋爪 裕 

 

項目 取 組 状 況 

教  育 ■令和 7 年度担当科目 

保健・体育(１年・２年・4 年)・スポーツ方法学・レクリエーション方法学 

健康とスポーツの方法学・健康増進の理論 

■担当科目の取組状況（工夫・改善した点） 

生涯スポーツにつながる授業を目標として取り組んでいる。 

より安全で効果的なスポーツ環境の提供を目標として取り組んでいる。 

■教育方法の実践例 

Google form を利用した、体力測定データの管理 

スマートフォン撮影機能を利用した授業・実技試験 

プログラミングから見たソフトバレーボールの実践 

■近畿地区高専体育大会 実行委員会委員 

■1 年 4 組担任・1 年生学年主任を通じた学生支援 

研  究 ■著書：Active Sports 2025（大修館書店） 

     イラストで見る最新スポーツルール‘25（大修館書店） 

■バレーボール・ソフトバレーボールの指導法・トレーニング 

■学校運動部活動の地域移行に向けた取り組み 

■資格取得講習会講師 

公益財団法人日本スポーツ協会指導者養成講習会 

公益財団法人日本バレーボール協会ソフトバレーボール指導者養成講習会 

公益財団法人日本バレーボール協会公認講師認定講習会  等 

社会貢献 ■令和 7 年度における学協会活動 

  公益財団法人日本オリンピック委員会 強化マネジメントスタッフ 

公益財団法人日本バレーボール協会 指導者養成委員会 副委員長 

日本ヤングクラブバレーボール連盟 理事長 

大阪府ヤングクラブバレーボール連盟 理事長 

日本ソフトバレーボール連盟 理事・日本クラブバレーボール連盟 副理事長 

全日本大学バレーボール連盟 指導普及委員 

大阪府バレーボール協会 理事 日本バレーボール学会 会員 

バレーボール・ソフトバレーボール関連大会・講習会 大会委員長・役員 多数 



 

教育・研究などへの取組状況（令和 6 年度） 

 

総合工学システム学科 
系・コース 

一般科目系 

職階 氏名 

教授 橋爪 裕 

 

項目 取 組 状 況 

教  育 ■令和 6 年度担当科目 

保健・体育(１年・２年・4 年)・スポーツ方法学・レクリエーション方法学 

健康とスポーツの方法学・健康増進の理論 

■担当科目の取組状況（工夫・改善した点） 

生涯スポーツにつながる授業を目標として取り組んでいる。 

より安全で効果的なスポーツ環境の提供を目標として取り組んでいる。 

■教育方法の実践例 

Google form を利用した、体力測定データの管理 

スマートフォンを利用した実技試験 

プログラミングから見たソフトバレーボールの実践 

■近畿地区高専体育大会 実行委員会委員 

■学生副主事業務を通じた学生支援 

研  究 ■バレーボール・ソフトバレーボールの指導法・トレーニング 

■学校運動部活動の地域移行に向けた取り組み 

■資格取得講習会講師 

公益財団法人日本スポーツ協会指導者養成講習会 

公益財団法人日本バレーボール協会ソフトバレーボール指導者養成講習会 

公益財団法人日本バレーボール協会公認講師認定講習会  等 

社会貢献 ■令和 6 年度における学協会活動 

公益財団法人日本オリンピック委員会 強化マネジメントスタッフ 

公益財団法人日本バレーボール協会 指導普及員会 主事 

公益財団法人日本バレーボール協会 発掘育成委員会 主事 

日本ヤングクラブバレーボール連盟 理事長 

大阪府ヤングクラブバレーボール連盟 理事長 

日本ソフトバレーボール連盟 理事・日本クラブバレーボール連盟 理事 

全日本大学バレーボール連盟 指導普及委員 

大阪府バレーボール協会 理事 日本バレーボール学会 会員 

バレーボール・ソフトバレーボール関連大会・講習会 大会委員長・役員 多数 

 



＜記入上の注意＞ 

教育：該当年度の担当科目，担当科目の取組状況（工夫・改善した点）などを記載． 

研究：該当年度の研究テーマ，学外発表実績，外部資金獲得状況，共同研究などを記載 

社会貢献：該当年度の公開授業，出前授業，学協会活動などを記載 

教育・研究などへの取組状況（令和 5 年度） 

 

総合工学システム学科 
系・コース 

一般科目系 

職階 氏名 

教授 橋爪 裕 

 

項目 取 組 状 況 

教  育 ■令和５年度担当科目 

保健・体育(１年・２年・4 年)・スポーツ方法学・レクリエーション方法学 

健康とスポーツの方法学・健康増進の理論 

■担当科目の取組状況（工夫・改善した点） 

生涯スポーツにつながる授業を目標として取り組んでいる。 

より安全で効果的なスポーツ環境の提供を目標として取り組んでいる。 

■教育方法の実践例 

Google form を利用した、体力測定データの管理 

スマートフォンを利用した実技試験 

プログラミングから見たソフトバレーボールの実践 

■近畿地区高専体育大会 実行委員会委員 

研  究 ■バレーボール・ソフトバレーボールの指導法・トレーニング 

■学校運動部活動の地域移行に向けた取り組み 

■資格取得講習会講師 

公益財団法人日本スポーツ協会指導者養成講習会 

公益財団法人日本バレーボール協会ソフトバレーボール指導者養成講習会 

公益財団法人日本バレーボール協会公認講師認定講習会  等 

社会貢献 ■令和５年度における学協会活動 

公益財団法人日本バレーボール協会 指導普及員会 主事 

公益財団法人日本バレーボール協会 発掘育成委員会 主事 

日本ヤングクラブバレーボール連盟 理事長 

大阪府ヤングクラブバレーボール連盟 理事長 等 

日本ソフトバレーボール連盟 理事・日本クラブバレーボール連盟 理事 

全日本大学バレーボール連盟 指導普及委員 

大阪府バレーボール協会 理事 

日本バレーボール学会 会員 

バレーボール・ソフトバレーボール関連大会・講習会 大会委員長・役員 多数 

 

 

  


